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研究成果の概要（和文）：本研究では、オオミズナギドリの巣立ち雛が光刺激に対して示す応答を評価し、落下
現象が発生するメカニズムを明らかにすることを目的とした。本研究の結果、巣立ち雛の落下は蛍光ランプ付近
で多く発生する傾向が見られた。また、繁殖地内に実験的に照明を設置すると、光刺激に対して雛が接近してい
く様子が観察された。さらに、巣立ち雛の外部計測値を親鳥と比較したところ、巣立ち雛のほうが翼面荷重は大
きく、飛行するためには親鳥よりも速度を上昇させる必要があると考えられた。以上の結果から、オオミズナギ
ドリの巣立ち雛の落下現象は、巣立ち雛が照明へ誘引される特性に未熟な飛行性能が加わることで発生すること
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to evaluate the response of streaked shearwater 
fledglings to light stimuli and to reveal the mechanism of their fallout events. Fallout record of 
fledglings tended to occur more often near fluorescent lamps.  When lighting was experimentally 
installed  in the colony, the shearwater chicks approached the light stimulus. In addition, the wing
 loading of the fledglings was larger than that of the  adults. This indicates that fledglings 
needed to increase their speed more than their adults during flight. These results suggest that the 
fallout events in streaked shearwaters are caused by the both characteristics of the attraction to 
lighting and poor flight performances in their fledglings.

研究分野：野生動物管理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、照明タイプによってオオミズナギドリへの影響が異なる可能性が示されており、照明の影響を軽
減する上での基礎データとして活用できる。また、照明による誘引から最終的な落下までを包括的に取り扱った
ことで、巣立ち雛の落下を引き起こす要素として新たに飛行性能という視点を提示することができた。
今後、日本の外洋では洋上風力発電をはじめとする海洋開発が盛んに進められると考えられる。本研究の成果
は、海洋開発における照明のあり方を検討する際に有効に活用でき、細密な保全空間の設定に寄与する。また、
身近に存在する照明が海鳥に与える影響を示すことで、社会全体の海洋生態系保全への意識向上にもつながると
考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 照明の利用は夜間の人間活動を可能にし、人類の発展に貢献してきた。一方で、夜間に明る
い環境を創出することは生態系、特に夜行性生物に大きな影響を及ぼしている。特に、沿岸の開
発は洋上風力などの大規模施設の建設に伴ってこれまでにないスピードで進んでおり、照明の
設置に伴う海洋生物への影響が懸念されている。 
 
(2) 海洋生物の中でも、特にミズナギドリ類の海鳥は照明によって誘引・落下することが世界的
に報告されており、現状把握のための情報の集約が行われている（文献①）。しかし、誘引およ
び落下についてのメカニズムは不明な点が多く，影響を及ぼすプロセスについても十分理解さ
れていない。 
 
(3) 日本周辺の離島にはオオミズナギドリが生息しており、これまで沿岸部などでの巣立ち時
期の落下が断片的に報告されている（文献②、文献③）。しかし、その原因については突発的な
強風の影響などと考えられており、照明による誘引の影響については実態そのものが把握され
ていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、野外における実験的アプローチと観測技術を用いてオオミズナギドリの巣立ち

雛が光刺激に対して示す応答を評価し、落下現象が発生するメカニズムを明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 調査地 
本研究の調査地として、オオミズナギドリが繁殖しており、かつ有人島である東京都利島およ

び新潟県粟島を選び、野外調査を行った。調査地内の集落に設置されている照明については、ス
ペクトロラジオメータを用いてスペクトルの計測を行った（図 1）。 

(2) 巣立ち雛の落下地点と付近の照明タイプの関係 

利島では、雛の巣立ち時期に相当する 11月に夜間集落内を踏査し、落下個体を探索した。落
下個体を発見、捕獲した場合は、捕獲地点から最も近い照明のタイプを確認した。落鳥数を集計
して照明タイプごとに比較した。 
 

(3) 繁殖地に設置した照明に対する雛の行動応答 
オオミズナギドリの巣立ち直前に相当する 10 月末から 11 月上旬にかけて、利島の繁殖地内

に実験的に照明（蛍光ランプおよびLED）を設置した。ビデオカメラでそれぞれの照明周辺を撮
影し、羽ばたき練習のために巣から出てきた雛の光刺激に対する行動的応答を記録した。 
 
(4) 巣立ち雛と親鳥の飛行パフォーマンスの比較 
粟島において、集落内に落下して死亡したオオミズナギドリの巣立ち雛の死骸を収集した。死

骸から DNAを抽出し，雌雄の判別を行った。また、死骸は外部形態（体重、露出嘴峰長、嘴高、
ふ蹠長、自然翼長、翼開長、翼面積）の測定を行うとともに、体重と翼面積から翼面荷重を算出
した。 
 

 

図 1 東京都利島内に設置されている照明タイプとそのスペクトル 



４．研究成果 
 
(1) 巣立ち雛の落下地点と照明タイプの関係 
利島で夜間に集落内を踏査した結果、照明タイ

プによらずオオミズナギドリの巣立ち雛が確認さ
れた。また、照明タイプで落鳥数を比較すると、蛍
光ランプ付近では落鳥数が多い傾向が見られた
（図 2）。 
 
(2) 繁殖地に設置した照明に対する雛の行動応答 
 繁殖地内に蛍光ランプと LED を設置すると、ど
ちらの光刺激に対してもオオミズナギドリ雛が接
近していく様子が観察された（図 3）。また、光刺
激がない時の移動速度に比べて、光刺激への接近
時の移動速度は速かった。ただし、設置期間中に照
明に接近する頻度は、蛍光ランプと LED で明確な
違いは見られなかった。 
 
(3) 巣立ち雛と親鳥の飛行性能の比較 
粟島で収集したオオミズナギドリの巣立ち雛の

死骸について、雌雄それぞれの外部計測値を親鳥
（文献④）と比較したところ、巣立ち雛の方が露出
嘴峰長、嘴高、翼開長、翼面積が小さかった。また、
親鳥の翼面荷重（文献⑤）と比較して、巣立ち雛の
翼面荷重は大きく（図 4）、飛行するためには親鳥
よりも速度を上昇させる必要があると考えられた
（文献⑥）。 
 
(4) まとめ 
 本研究により、オオミズナギドリの巣立ち雛は照
明による影響を強く受けていることが示された。ま
た、巣立ち雛は親鳥に比べて翼面荷重が大きく、飛
行性能は低いと考えられた。そのため、オオミズナ
ギドリの巣立ち雛の落下現象は、巣立ち雛が照明へ
誘引される特性に未熟な飛行性能が加わることで
発生することが示唆された。 
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図 4 オオミズナギドリの巣立ち雛と

親鳥の翼面荷重．親鳥の翼面荷重は文

献⑤を参照した． 

 

図 3 繁殖地に導入した蛍光ランプと

接近するオオミズナギドリ雛 

 

図 2 照明タイプごとの巣立ち雛の 

落鳥数 
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